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　したがって，思考力を育成するためには，
生徒が事象に対して自分で目標を設定し，既
有の体系と意味づけたり，関係づけたりして，
新しい意味の体系を構築していく操作を具体
化する場面が必要になる。ここでいう意味づ
け，関係づけの操作には，違いに気づいたり，
比較したり，観察している対象と既有知識を
関係づけたりするなどがある。
　そこで，生徒の思考力を育成するためには，
日常の学習指導で，①違いに気づいたり，比
較したり，②観察している対象と既有知識を
関係づける操作などを獲得できるようにする
ことが必要になる。
　ここで，①違いに気づいたり，比較したり
することや，②観察している対象と既有知識
を関係づける操作が具体的になる場面を考え
てみよう。
　問題解決活動において，①違いに気づいた
り，比較したりするという思考力を育成する
ためには，まず，生徒が直面している文章や
映像，図表，現象などについて，現象どうし
あるいは，現象と既有知識との間に違いを見
いだすことが必要になる。例えば，中学校理
科の第２学年『電流』の小単元「回路と電流・
電圧」を例にすると，２個の乾電池を直列に
し，教師が二つの豆電球の直列回路と並列回
路のそれぞれにおいて豆電球のつなぎ方が生
徒に見えないようにして，各回路における一
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 はじめに
　理科における思考力，判断力，表現力は，
自然の事物や現象を対象とした問題解決活動
で具現化される。このため，理科では，問題
解決過程における思考力，判断力，表現力を
考えておく必要がある。そのためには，まず，
思考力，判断力，表現力のそれぞれを規定し，
次に，それらを育成する具体的方略を考案す
ることが必要になる。
　そこで，本稿では，まず，思考力，判断力，
表現力の規定と育成，次に，理科の問題解決
過程における思考力，判断力，表現力の育成
という順序で述べることから，理科における
思考力，判断力，表現力の育成の工夫を追究
していく。

 1　思考力 , 判断力 , 表現力の規定と育成
（１）思考力の規定と育成
　思考とは，ある目標のもとで，生徒が既有
経験をもとに対象にはたらきかけ，種々の情
報を得て，それらを既有の体系と意味づけた
り，関係づけたりして，新しい意味の体系を
創りだしていくことと考えられる。つまり，
生徒自らが既有経験をもとに対象にはたらき
かけ，新たな意味の体系を構築していくこと
が思考であるといえる。ここでいう意味の体
系とは，対象にはたらきかける方法と，その
結果得られた概念やイメージなどをいう。 



に実験結果を得るための活動と，得られた実
験結果を目的に対して的確に整理し表出する
活動から成立する。
　したがって，理科における表現力の育成は，
生徒がまず，観察・実験を実行し結果を得て，
次にその結果を目的や仮説のもとに的確に整
理する力を育成するようにする。

２　理科の問題解決過程における思考力，
　　判断力，表現力の育成
　問題解決過程は，いろいろなものが考えら
れるが，本項では
　①問題を見いだす場面
　②仮説や解決方法を発想し，実行する場面
　③結果を考察する場面
という三つの場面から構成する問題解決過程
を考え，それぞれの場面での工夫を述べるこ
とにする。
（１）問題を見いだす場面
　問題を見いだす場面では，生徒が観察して
いる現象どうし，あるいはその現象と既有知
識の間に「ズレ」を発生させる。具体的には，
生徒が比較や分類などのスキルを適用し，観
察している現象どうし，あるいはその現象と
既有知識との間に違いを見いだすようにする。
（２）仮説や解決方法の発想，実行場面
　仮説発想の場面では，生徒が現象と既有知
識を関係づけ，現象が生じる原因（要因）を
類推できるようにする。また，解決方法を発
想する場面では，生徒が既有知識や技能から
類似などのスキルを適用し，解決方法を発想
できるようにする。
（３）結果を考察する場面
　結果を考察する場面では，生徒が仮説と解
決方法について評価することになる。この場
面では，仮説と実験結果の関係から生徒が両
者の一致，あるいは不一致を判断する。実験
結果が仮説と違った場合，生徒が仮説と実験
方法を再考し，その原因を探るようにする。
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つの豆電球の明るさだけが見える事象を提示
する。このような提示事象から，生徒は豆電
球の明るさの違いに気づく。そして，明るさ
の違いがどのような原因（要因）によって生
じたかを考え，仮説を発想するようになる。
  ところで，生徒が現象の違いに気づくため
には，比較の基準が必要で，その基準となる
ものをもとに現象を比べる力が大切になる。
また，比較するという場合，「何と何を」比べ
ているのかが不明確なことが多い。このため，
生徒が比較する場面では，「何と何を」比べて
いるのかを明確にする教師の指導も大切にな
る。
　②観察している対象と既有知識を関係づけ
るという思考力を育成するためには，生徒が，
生起している現象と既有知識とを関係づけ，
その現象が生じる原因（要因）を発想するこ
とが必要になる。前述の例でいえば，小学校
４年で，乾電池の直列回路と並列回路を比べ
ると，直列回路のほうが並列回路よりも電流
量が大きく，豆電球は並列の場合よりも明る
いということを学習してきている。このため，
生徒は，豆電球の直列回路のほうが並列回路
と比べると明るくなるという誤仮説を設定す
ることなどである。
（２）判断力の規定と育成
　判断とは，生徒が目標に照らして獲得した
いろいろな情報について，重みをつけたり，
価値をつけたりすることである。
  したがって，理科の学習指導で生徒の判断
力を育成するためには，設定した仮説と，観
察・実験方法や観察・実験結果で得た情報を
対応づけ，適切な観察・実験結果に関する情
報を選択するという，仮説をもとにした情報
の対応づけや選択という操作を生徒が獲得で
きるようにすることが大切になる。
（３）表現力の規定と育成
　表現とは，対象にはたらきかけて得た情報
を目的に合わせて的確に表すことであるとい
える。理科における表現活動は，仮説のもと
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特集　平成22年度の移行措置について
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年間学習指導計画案
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単元別学習指導計画案 第1学年と第3学年は昨年と同様。
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移行措置で新たに実施する観察・実験
■第２学年
１分野「３　電流とそのはたらき」

観察・実験内容 材料・器具 薬品など

水の上昇温度は電力や電流を流した
時間とどのような関係があるか調べ
よう

実験１ フォームポリスチレン製のコップとふ
た（または熱量計），実験用ヒーター（ま
たは電熱線），電源装置，電流計，電圧
計，クリップつき導線（６），スイッチ，
メスシリンダー，温度計，時計

乾電池の電流と電灯線の電流のちが
いを調べよう

実験 2 発光ダイオード（５），乾電池（２），
電源装置（または変圧器），クリップつ
き導線（２），セロハンテープ

２分野「３　動物の生活と種類」
観察・実験内容 材料・器具 薬品など

昆虫やザリガニの体のつくりを調べ
よう

観察１ 昆虫（トノサマバッタやモンシロチョウ
など）やザリガニ，ピンセット，容器（ペ
トリ皿や大型の試験管，水槽など），ルー
ペ，双眼実体顕微鏡

アサリまたはハマグリの生活や体の
つくりを調べよう

観察 2 アサリまたはハマグリ，砂，ビーカー，
ペトリ皿，水槽，ルーペ，メス，ピンセッ
ト

※火花放電や真空放電の実験を行う場合には，真空ポンプ，誘導コイル，放電管，クルックス管など
　の実験器具が新たに必要になります。

イカの体のつくりの観察

参考実験 新鮮なイカ（スルメイカなど），バット
（浅い四角形の容器），解剖ばさみ，ピ
ンセット，スポイト

海水または3.5％食塩
水，約40℃の湯

食紅

編集部からのお知らせ
2009年秋号の9ページの図8に別の画像が入っていました。お詫び申しあげます。

（誤） （正）
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